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鹿児島県の阿久根市立郷土資料館には、近世期に当地を拠点として
活躍した河南家に関する古文書が所蔵されている。関西大学文化交渉学教育研究拠点では、二〇一一年四月に同館の許可を得て、その 書群の一部について写真撮影を 機会を得た。こ にかかる分析は、本書第三部第一章の松浦章「薩摩阿久根・河南家の琉球海運」で詳述されている。合わせて参照されたい。◇河南文書
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（表紙） 「元治貳年従丑春記
　　 　　　
船方御心附留帳
　　 　
并御恩賞録
　　 　　　　　 　
河南源兵衛根心
　
」
　
元治貳年従丑春記
　　
船方御心附留帳
　
此前天保九年戌十月ヨリ之帳在、其前に文化四卯六月并十四年丑
　
正月ヨリ之帳在之、
　　 　 　　　　
河南源兵衛根心
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琉球御心附
一八百八拾石申請米
　　
春下
　
文政八年ノ
　　
十ノ
　　
十二ノ
　　
天保二ノ
　　
四ノ
　
　　　　　
酉
　　　
亥
　　　　
丑
　　　　　
卯
　　　
巳
　　
六ノ
　　
八ノ
　　
十ノ
　　
十二ノ
　　
十四ノ
　　　
未
　　　
酉
　　　
亥
　　　　
丑
　　　　
卯
右拾働、文政三年辰十二月廿八日之御証文を以、波見之新左衛門方与隔年下、一緒ニ御免被仰付置候、
　
天保十四ノ
　　　　　
卯
　
頭拾働之内なり
　　
弘化二ノ
　　
四ノ
　　
嘉永二ノ
　　
四ノ
　　
六ノ
　　　
巳
　　　
未
　　　　　
酉
　　　
亥
　　　
丑
　　
但、
此五働、文政五年午十二月晦日之御証文を以、波見之新左衛門方与一緒ニ被仰付置候、
　　　　 　　 　　　　　　
安政二ノ
　　　　　　 　 　　　　
卯
右五働被仰付置候処、新造立ニ付而者七働被仰付候ニ付、頭分之卯
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并跡之卯弐働被仰付、都合七働ニ而天保七年申九月之御証文を以御免被仰付置候、就而者天保十三寅年成徳丸新造立仕申候、
　
安政四ノ
　　
六ノ
　　　　
巳
　　　
未
右弐働、上波戸御築立ニ付御金納仕候、御取次を以天保十三寅五月三日利段被仰付置候、
　
文久元ノ
　　
三ノ
　　
慶応元
　　
　　　　
酉
　　　
亥
　　　　
丑
　　　　
卯
　　　　
巳
　　
未
　　
酉
　　
此二働、後江直ス、
右七働、文政十年子九月六 之御証文を以御免被仰付置候間、安政五年午九月十六日成徳丸船卸仕申候、尤四ヶ年引究ニ御座候、且右御心附之内、未・酉弐働之儀者文久二年戌八月奉願上趣有之、先江相立置申候、
　
未
　　　
酉
　
此弐働前も有之
　
亥
　　
丑
　　
卯
　　　
巳
　　　
未
右七働、来ル午年中新造立 御取訳を以、文久二年戌八月 取訳を以御免被仰付置候、此八百八十石申請米之儀、上納砂
唐ママ
御繰替ニ相成、積船差下候間、
平秋下与取合、壱艘ニ而積登候様奉願上、慶応元年丑七月御証文ニ別紙候間、後江直ス、
一館内秋用船　
嘉永五ノ
　
安政元ノ
　　　
三ノ
　　　
五ノ
　
万延元ノ
　　　　
子
　　　　
寅
　　　　
辰
　　　　
午
　　　　
申
　　 　　　　　　　　
安政三年船造ニ而取付申候
　
文久二ノ
　　　
戌
　　　　
子
　
此代とシテ八百八十石上納砂唐積船、此方之年数、跡来ル酉年一働、慶応二寅十月十九日御証文を以被仰付候、
　　　　　　　 　
但
　
此寅年ゟ七年目之酉也、
　　
此一働御船手ゟ御差下ニナル
但、右七働、天保三年辰五月十一日之御証文を以御免被仰付置候、尤村田岩太郎方年数似船造之儀者、右御心附ニ取付候、前年亥年造立之賦、
　
引続
　　 　
寅
　　　
辰
右者子ゟ子迄七働、 書之通被仰付置候処、天保 三寅年上波戸御築立ニ付琉球御心附株々ゟ御金納 、右御心附一株ニ付弐働宛可被仰付旨被仰渡候ニ付、前行頭 子・寅弐働を 金納方江被成下跡ニ而、寅・辰弐働繰下ケニ而被仰付置候間、都合九働ニ罷成申候、右ニ付船造之儀茂繰延ニ相成、辰より辰迄七ヶ年ニ而安政元年寅八月三日友徳丸新造立ニ而船卸仕申候、
　
引続
　　 　
午
　　　
申
　　　
戌
　　　
子
　　　
寅
　　
辰
　　
午
右七働、来ル辰年中新造立之御取訳を以、文久二年戌正月之 証文
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を以御免被仰付置候、此館内用船前行寅・辰二働并辰年中新造立之訳ニ而七働被仰付候様迄相図、慶応二寅八月林徳左衛門殿江銭三千六百貫文ニ而附属いたし候事、
一平秋下　
元治三
ママ
ノ
　　　　　
寅
　　　
辰
　　　
午
　　　
申
　　　
戌
　　
子
　　
寅
右七働、来ル丑年新造立之御取訳を以、文久元年酉五月六日之御証文を以被仰付置候、
此平秋下之儀、元治元子年ゟ八百八十石申請米上納砂唐御繰替ニ相成、積船差下候間、平秋下与 与取合セ壱艘ニ積登候様奉願上、慶応 年丑七月御証文ニ相成、後江直ス、
　　
大嶋
大和浜居船
　　
秋下
　　　　 　　　　　
<
長江附属
　
<
長江附属
 　
砂唐凶作ニ付
　　　　　 　　　　
八百貫文参
　
八百貫文参
　
自船不差下候
　　　 　　
候
　　　　　
候外ニ太幸
　　　 　　
村平相中江
　　　
四貫文遣ノ
　　　
由
　
酉
　　　　
亥
　　　　
丑
　　　　　
卯
　　　　　
巳
右家内船働ニ而嘉永六年丑十二月廿二日之御証文を以御免被仰付置候、
　
引続
　
未
　　　　
酉
　　　　
亥
　　　　　
丑
　　　　　
卯
　
巳
　　
未
右来ル巳年中新造立之御取訳を以、文久四年子二月十一日之御証文を以御免被仰付置候、
伊古茂居船
　　
春下
元治二ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
成徳丸
　　　
成徳丸下
　
貞福丸下
　
成徳丸下
　
成徳丸下
　
諸鈍積合下
　　　
丑
　　　
寅
　　　　
卯
　　　　
辰
　　　　
巳
右友徳丸古返造立江文久三年亥十一月十三日之御証文を以御引載被仰付置候、
昌恵丸諸鈍積合　　　
午
　　　　
未
　　　　
申
　　　　
酉
　　　　
戌
　　
亥
　　
子
右来ル巳年中新造立之御取訳を以、文久四年子二月七日之御証文を以御免被仰付置候、
一諸鈍居船
　
元治元貞福丸下
　
昌恵丸下
　
昌恵丸下
　
昌恵丸下
　　　
春下
　
子
　　　　　　　
丑
　　　　
寅
　　　　
卯
　　 　
昌恵丸下
　
成徳丸伊古茂
　
昌恵丸伊古茂積合
　
　　　
辰
　　　
巳
　　　
積合
　
午
　　　　　　　　
未
　　
申
　　
酉
元治元ノ　　
子春下ゟ酉之春下迄拾ヶ年右文久三年亥十一月十二日之御証文を以、家内船働之御免被仰付置候、
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一遠島人乗船
　
前年
　　　　　　　　
秋下
元治元ノ
　　　　　　
成徳丸下
　　　　　　　　
貞福丸下
　　　
子
　　　　
丑
　　　　
寅
　　　　
卯
　　　
辰
　
春登取ニナル
　　　　　
春登
　　　
春登
　
四人ゟ六十金
　
参
　
右五働、安政五年午二月廿日之御免被仰付置候、
　　
喜界嶋
　　 　　　
慶応三卯冬
　　
半乗百五拾両ニ而重新六江
一平木積船
　　
附属いたし候、
元治六年ノ　　　　
巳
　　　
午
　　　
未
　　　
申
　　　
酉
　　
戌
　　
亥
右来ル辰年中新造立之御取訳を以、文久三年亥十一月十六日之御証文を以御免被仰付置候、
慶応三卯正月春登一番船壱働、長崎氏江附属仕分四百五拾貫文参候、
一帯竹積船年々下被仰付置候
此年々下之内、慶応三卯秋船賦ゟ来戌秋迄弐拾働、川井田平蔵殿江附属仕候代半乗六百六拾両ニ相究、当卯年ゟ丑年迄三ヶ年ニ入付之筈候、尤名面替之儀者毎年船賦之節々此方ゟ引請、川井田船江繰替願上書之究ニ而 、
　
右者当分被仰付置候御心附番御糺ニ付、此段御届奉申上候、以上、
　　
子五月
　　　　　　　　　　　　　　
阿久根
　
御船手
　　　　　　　　　　　　　　　　
河南源兵衛
　　
御書役中様
　　　　
口上覚
下町之村田岩太郎年数、先琉球官内秋用船御心附子年ゟ七働、天保三年辰五月 御証文ヲ以難有御免被仰付置候ニ付、嘉永五 之子年ゟ暫所来候、且自力新造立等茂仕申候ニ付、別紙之通御届奉申上候、然処嘉永五年之子年ゟ相勤候儀、難久敷相見得候間、天保十一年之子年ニ而者無之哉、猶又取調御届奉申上候様被仰渡候ニ付、乍恐成行月帳等取くらへ申候処、腰出ニ者嘉永五年之子年ゟ取 候而相勤候筋ニ者相見得候得共、細々書記し無御座、尤右岩太郎方江御操
ママ
下ケ相成
候而、嘉永五年之子年ゟ取付候而相勤候儀ニ而者無 座哉 是又取くらへ申候得共、能相知不申候、乍恐此段成行御届奉申上 、以上、　　
子五月
　　　　　　　　　　　　　　
阿久根
　
御船手
　　　　　　　　　　　　　　　　
河南源兵衛
　　
御書役中様
右之通申上候処、御船手御帳留御取調相成、 出通相違無之 ニ付、此通り帳留いたし置候様御船奉行川上左太夫様 承知仕候事、一八百八拾石申請米
　　
春下
　　
安政五年九月十六日船卸
　　　　　　　　　 　 　　　　　　　
成徳丸
文久元ノ
　　　
三ノ
　　　　 　
貞福丸平秋与
　　　 　　　
積合ニ下ル
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酉
　　　　
亥
　　　
丑
　　　　　　　
卯
　　　　
巳
　　
未
　　
酉
　　
此二働、後江直ス
右七働、文政十年子九月六日之御証文を以御免被仰付置候間、安政五年午九月十六日成徳丸船卸仕申候、尤四ヶ年引寄せニ御座 、且右御心付之内、未・酉弐働之儀者文久二年戌八月奉願上趣有之、先江相立置申候、此未・酉之二働、昌恵丸江引載奉願候処、慶応四辰四月七日御免被仰付候、但、昌恵丸者此前元治元子四月遠島人乗船五 被仰付置候間 都合七働ニ相成候、
　　　
未
　　　　
酉
　　　
此二働、前ニ茂有之
　　　
亥
　　　
丑
　　　
卯
　　　
巳
　　　
未
　
此五働之跡、二働、都合を以願置可申事、此未ノ次酉年一働、官内用船ノ代リ別段ニ家内船働ニ而慶応二寅十月十九日御免被仰付候事、
　　　　　　
戌年造立ニトル
右七働、来ル卯年中新造立 御取訳を以、文久二年戌八月 御取訳を以御免被仰付置候、
一平秋下
　　
秋賑
　　　　　
慶応元丑九月十七日船卸
　　　　　　　　　 　 　 　
貞福丸
元治三ノ
　
貞福丸八百八十石与
　　　　　
積合ニ下ル
　　
寅
　　　
辰
　　　
午
　　　
申
　　
戌
　　
子
　　
寅
　
右七働、来ル丑年新造立之御取訳を以、文久元年酉五月六日之御
　
証文を以被仰付置候、
右八百八拾石申請并平秋下之儀、元治元子年ゟ八百八拾石之本石上納砂糖ニ御繰替ニ相成、積船相勤候様被仰渡候間、積船差下申候、依之右上納砂糖与平秋下り与弐艘前を壱艘ニ而積登 様奉願上候処、慶応元年丑七月御証文を以御免被仰付候、　　
但、願書之儀者波見之新六与連名ニ而差上候、新六方者八百八拾
　　
石之上納砂唐
ママ
与川船米代上納砂唐与弐艘前を壱艘ニ而積登
　　
候様奉願 、此方与一紙ニ御免被仰付候事、
　　 　　
八百八十石与平秋与壱艘ニ積合御願入用割
　　 　　
此方分弐百九拾四貫文余差出候
　　 　　
願之礼分銭九 文、太幸村卯両人江此方ゟ遣し候事
一琉米八百八拾石上納砂糖積船　　　　　
慶応二寅年ゟ廿年目
　　
酉
右者此方江御免被仰付置候館内秋用船一働、元治元子秋用船積不相調ニ付、御船御差下ニ相成候間、右秋用船一働之代ニシテ此方江被仰付置候八百八拾石上納砂糖積船年数跡、引続来ル酉年一働、家内船働相勤候様奉願上候処、慶応二年寅十月十九日御証文を以被仰付候、
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一諸鈍居船
　
野見山村
　　　　　　
秋徳村
　　
春下七ヶ年
　　　　　　
河南源兵衛
　　　　　　
諸鈍村
　
右三ヶ村砂唐積切ニ而伊古茂残砂唐積合、
　　
戌
　　　
亥
　　　
子
　　　
丑
　　
寅
　　
卯
　　
辰
右弐拾三反帆壱艘、来ル酉年新造立ニ而戌年ゟ辰年迄七ヶ年相勤候様、慶応四年辰正月廿九日御免被仰付候、一大島
　
遠島人乗船
　　　
前年
　
秋下
　　
巳
　　 　　
午
　　 　　　　
未
　　　
申
　　
夏登
　　　　
春登
　　　　　　　　
夏登
　　
春登此方勤前
　　　 　　　
波江休久吉丸勤候
　　　 　
附属折ノ場ニ丸太杉
　　　
十本久見崎ニ而請取
右者安政五年午二月廿日此方江御免被仰付置候跡右三働繰延被仰付候段、慶応四年辰三月汾陽彦次郎様ゟ承知仕候、
但、此訳者坪山・黒岩・河野・大迫四人江蛮異番被仰付候節、大島春登船繰下ニ相成、此方ニ茂右通被仰付候段、海軍所御帳留ニ相成居候処 汾陽様ゟ承知仕候事、
一大島伊古茂積切　　　
丑
　　　
寅
　　　
卯
　　　
辰
　　　
巳
右昌恵丸古返造立ニ付、来ル丑年ゟ引続五ヶ 、明治三年午正月十日御免被仰付候、
一大島下
　
出水・川内ゟ御続米
　　　　　
積船ニ而明治五申年ゟ
　　　
弐艘ツヽ
　　
先キ五ヶ年
右大島下弐艘ツヽ、明治四年未十二月五日御免被仰付候、明治二巳年
　　　
昌恵丸古返造立
　　
古返し造立ニ引載スム
明治三午春
　　　
成徳丸古返造立
　
巳八月古返造立生産方江願書差上候処、阿久根所役衆江御免被下
　
候趣御問合一通被仰付候、巳九月船元江有之候所役衆書付差上候
　
事、
右御心附引載せ何様候哉、太原氏江尋見ル事、右近殿ゟ被相渡候御書付之写金子百疋
　　　　　　　　
阿久根町
　　　　　　　　　　　 　 　
源兵衛
右者川々御普請御用金被為蒙仰、御難渋之御時節ニ付右為御用金銀子等差上、寄特成心入之段被聞召上、依之為御褒美右之通被下候、　
右御格之通可申渡候、
　　
四月十九日
　
右近
右之通、宮之原甚五兵衛御取次を以被仰渡候間、難有可奉承知候、以上、　　　　　　　　　　　　　
御船手
　　
寅四月廿日
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覚
　　　
父上
　
覚書写
金子百疋右者去々文化十二年川々御手伝之節、分一御事へ差上、功ニ差上候、為
　
御褒美同文政元年（文化十五年と在、文政元年也）寅四月於
　
御
船手麻袴御用ニ而御出勤、御当番中山次兵衛様ゟ被仰渡、難有拝領仕候、御船奉行様ニ者於
　
鋪舞台被仰渡、直ニ御三役様江御礼廻り被遊
候由承候間、自分も麻袴之侭御奉行様并定御番役様御宅江参上申上候事、　　
但馬殿ゟ被相渡候御書付之写
　　 　　　　　　　　　　　　　
阿久根之
　　　 　　　　　　　　　　　　　
源兵衛
右者此節御貸上金之儀被仰渡候処、金子致御貸上御褒美被
　
思召上
候、　　
右御格之通可申渡候事、
　　
三月廿五日
　　　
但馬
　　
右之通、子三月廿五日吉利主馬御取次を以被仰渡候間、難有可
　　
奉承知候、此段申渡候、以上、
　　 　　　　　　
御船奉行勤
　　
子四月四日
　　　　　　
大野八郎左衛門
包紙ニ書取　
文政九丁亥十二月御借上被仰渡、金廿五両無利足ニ而さし上候処、
　
子二月浦役人召烈御用被仰渡、御褒美被仰渡候御書附入、
　
久馬殿ゟ被相渡候御書附之写
　　 　　　　　　　　
御船奉行印
　　
芭蕉布壱反
　　　　　　　
阿久根之
　　　　　　　　　　　　　　　　　
源兵衛
右者去夏三島砂糖御仕登ニ付御借船等之儀、程能取計御用筋掛心以、別而骨折致精勤寄特成者に付、為
　
御褒美被下候哉、右可申渡
候、
　　
四月
　　　
久馬
右之通、文政十二年丑四月廿二日、吉利主馬御取次を以被仰渡候間、此段申渡候 以上、
　　　
四月廿八日
　　　
御船奉行
包紙之上　
文政十一年山川勤ニ付、翌同十二年丑四月為御褒美芭蕉布被仰下
　
候、
写　　　　　　　　　　　 　　　
阿久根地頭
　　　　　　　 　 　　　　　　　　 　
用達江
一太平布弐疋ツヽ
　　　　　　　　　　
阿久根町
　　　
源兵衛
　　
治左衛門
　　
吉右衛門
　　 　　　
八十右衛門
右者去夏同所極難者共江米銭金致配当、此者共寄特成心入之段、被
　
聞召上候、依之為御褒美右之通被下候条、難有頂戴可為仕候、
一青銅弐百文
　　　　　　　　　　　　
右同所之
　　　　　　　
仲右衛門
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右御断付、籾致配当寄特成心入之段被聞召上、依之為御褒美右之通被下候条、難有頂戴可為仕候、
　　
右品物被下候分者地頭於宅可被渡候、
　　
閏四月
　　　
安房
　　 　　　
取次御用人
　　 　　 　
島津矢柄
天保九年戌閏四月之御用
より
浦役人衆白須様、我々惣名代トシテ
　　
船仲頼遣候処、右之通被仰付候事、
　　
御下出て浦役人衆より御役所江御出ニ相成候、
　
外ニ
西之丸御普請ニ付金弐百八拾両有上金仕候処、御褒美トシテ金弐千疋奉頂戴候、
　　　
右
　
河南源兵衛根綿君御代セ
　　
石見殿より被相渡候御書付之写
太平布
　
五疋
　　　　 　　　　　　　 　
阿久根地頭
　　　　　 　　 　　　　 　　
用達江
　　
阿久根町
　　　 　
源兵衛
右者同町浜取続調兼候者共江米致合力、此以前茂同様之儀ニ付御褒美為被仰付者候処、又々右次第奇特成心入之段被
　
聞召上候、依之
為
　
御褒美右之通被下候条、難有頂戴可為仕候、
　
右之通地頭於宅可被申渡旨可申渡し候、
　　
九月
　　　
石見
　
嘉永四年辛亥夏、町浜中江米三拾俵、郷方より合力候ハヽ、御褒美
　
ニて、
　　 　 　　　　　　　　　　　　
阿久根之源兵衛
右者御用之儀有之、麻袴着用可罷出筈候得共、本旅行ニ付問屋麻袴致用意、早々罷出可申候、以上、
　　　
子十一月廿四日
　　　
御船子
　　　　　　　
阿久根之
　　　 　　　　 　 　　　　
源兵衛
右者数代致船職、琉球・三島御用船無滞相勤代々御用立、殊ニ近年肥前表其外諸所石炭御買入等之儀付毎々被差出候処速ニ相弁 別而致精勤数代御用立旁々奇特之至ニ付、別段 訳を 代々河南苗字相名乗候様被仰渡候条可申渡候、
　　　
十一月
　　　
式部
　
右之通、昨廿三日伊地知壮之丞取次を以被仰渡候間、此段申渡候、
　　 　 　　
御船手印
　　
江田平蔵印
　　
子十一月廿四日
　　
下町年寄格
　　 　　　　　
阿久根町人
　　　 　　
河南源兵衛
右者是迄御臨時方御用者勿論、肥前柞灰御買入方等江掛置候処、致精勤奇特成者に付、別段之訳を以龍衛殿より被仰付候、此旨申渡 、　　　
十一月
　　　
賢助
　
右之通、明治元年辰十一月廿六日被仰付候、
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下町年寄
　　　　　　　　　　　　
河南源兵衛
　　
右之通被仰付致書附候節ニ御用承候趣被仰付候条、此旨申渡候、
　　
正月
　　　
民事局
右明治三午正月十二日郷市御一新ニ付藩治職制御変革ニ付、御人撰江右通被仰付候間、奉承知候事、
大蔵殿より被相渡候御書附之写　　　　　　　　　
下町年寄
　　　　　　　　　　　
波江野休右衛門
　　
阿久根町
　　　
川ママ
南源兵衛
右天草表より製煉方御用石炭御内用計を以御買入ニ付御用聞被仰付候事、
　　　　　　　
開成所御用石炭
　　　　　　　
他国御買入掛
　　　
河南源兵衛
右之通被仰付候条、御用之節ニ肥前表其外諸所へ可被差越候付、兼而石炭山床等之儀、手を付置候儀申付候、
　　　　　　　
開成所掛御船奉行
　　　　　
子八月十一日
　　　
本田弥右衛門
大蔵殿より被仰渡候御書附之写　　　
取次伊地知壮之丞
　　 　
下町年寄
　　　　　　　　
波江野休右衛門
　　
下町人
　　　
島名伊右衛門
　　
阿久根之
　　
源兵衛
右者屋久島出産柞灰、年々出来高肥前陶器方江御売払、又者彼地出産石炭交易等ニ付御用聞申付候条、可申渡候、
　　　　　
十月
　　　
大蔵
　
摂津殿より御口上書之写
　　 　　　　　
下町人
　　　 　　　
山下藤次郎
　　
阿久根町人
　　　
川南源兵衛
　
右者石炭御買入方ニ付肥前表江被差越候旨被仰渡候事、
明治三午十二月十三日被仰付候写　　　
下町年寄格
　　　　　　
阿久根浦町人
　　　
当分下町年寄
　　　 　
河南源兵衛
右者正道致精勤者候処、家職ニ付繁々出府難叶内情無余儀趣相聞得候ニ付、年寄之儀被免、右通被仰付候条、出府之節御用之向ニ依而者是迄之通心得可罷在候、此旨申渡候、　　
十二月
　　　
民事局
　　
写
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草柳吉左衛門
　　
河南源兵衛
　　
右只今御用
　　 　　
国産会社
　
十二月三日
　　　　 　　　　
草柳吉左衛門
　　 　
河南源兵衛
　
右国産会社取為替方江掛置候事、
　　
未十二月
　　　
会計局
　
国産会社御用聞
ﾖﾘ 之写
　　
河南源兵衛殿
　　　　
国産会社
　　 　　
至急
　　　　
御用聞
国産会社御取為替掛、今日会計局御方より被仰出、我々一同申談、何分至急御取為替之廉有之候付、早々御取締可被成様、尚御廻し掛分仕候間、御被為掛合奉申上候、已上 已
マ
上、
　　　　　　　　　 　
河南源兵衛
一等社属申付候、　　
申正月
　　　　
会計局
